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福
島

県
大

沼
郡

三
島

町

三
島

町
は

、
福

島
県

の
西

部
を

流
れ

る
只

見
川

沿
い

の
小

さ
な

町
で

す
。優

良
な「

会
津

桐
」

の
産

地
と

し
て

知
ら

れ
る

ほ
か

、
小

正
月

の
行

事
「

サ
イ

ノ
カ

ミ
」

や
、

野
山

の
材

料
で

作
る

「
編

み
組

細
工

」
な

ど
の

伝
統

が
受

け
継

が
れ

、「
日

本
で

最
も

美
し

い
村

」
連

合
に

加
盟

し
て

い
ま

す
。

　
８
月
10
日
、
三
島
町
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で
行
わ
れ
た
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」。

　
８
月
10
日
、
三
島
町
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で
行
わ
れ
た
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」。

　
昨
年
度
に
20
歳
に
な
っ
た
12
名
の
う
ち
、
11
名
が
参
加
し
、
ふ
る
さ
と
「
三
島
」
へ
の
想
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
20
歳
に
な
っ
た
12
名
の
う
ち
、
11
名
が
参
加
し
、
ふ
る
さ
と
「
三
島
」
へ
の
想
い
を
語
り
ま
し
た
。



遠く沖縄から、故郷三島町へ届け！

　

三
島
町
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
が
、
８
月
10

日
に
三
島
町
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で
行
わ
れ
、

昨
年
度
に
20
歳
に
な
っ
た
12
人
の
う
ち
11
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　　
矢
澤
源
成
町
長
か
ら
は
、
出
席
者
に
お
祝
い

の
こ
と
ば
と
共
に
、「
二
十
歳
の
記
念
証
」
が
手

渡
さ
れ
、
中
学
時
代
の
恩
師
で
あ
る
佐
藤
雅
司

先
生
か
ら
は
、
懐
か
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
二
十

歳
の
誓
い
で
は
、「
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人

に
恩
返
し
が
で
き
る
努
力
を
す
る
」「
町
の
発
展

に
貢
献
し
た
い
」
な
ど
一
人
ひ
と
り
が
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
産
業
建
設
課
小
松
課
長
を
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

三
島
町
の
持
続
可
能
な
姿
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
介
護
を
充
実
さ
せ
住
民
生

活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
や
、
ア
ー
ト
を
活
用
し

氏　　名 地　　区
板
いた
橋
ばし

唯
ゆい 宮　下

菅
かん
家
け
悠
はる
那
な 中　平

佐
さ く ま
久間 琉

りゅう
太
た 小　山

小
こ
松
まつ
広
ひろ
利
とし 西　方

酒
さか
井
い
凌
り
大
お 宮　下

鈴
すず
木
き
啓
ひろ
生
たか 宮　下

二
に
瓶
へい
宗
そう
悟
ご 西　方

二
に
瓶
へい
仁
ひと
美
み 桧　原

二
に
瓶
へい
　　　勝

まさる 桑　原

舟
ふな
木
き
　　　凜

りん 宮　下

本
ほん
名
な
円
まど
佳
か 中　平

渡
わた
部
なべ
妃
ひ
菜
な 荒屋敷

二
十
歳
の
想
い
・
ふ
る
さ
と
へ
の
願
い

▲ 代表挨拶をする板橋唯さん

▲ トークセッションの様子

た
町
づ
く
り
な
ど
、
若
い
人
を
町
に
呼
び
込

む
た
め
の
案
な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

写
真
撮
影
の
後
は
、
懐
か
し
い
学
び
舎
を

訪
れ
、
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

令和７年度 二十歳を祝う会全国大会で奮闘
　８月 17 日に沖縄県で開催された「第
52 回全日本中学校陸上競技選手権大
会」男子砲丸投げに、三島中学校の二
瓶伸悟さんが出場しました。
　「熱い想いを乗せた１球を故郷三島町
へ！」との決意で挑み、記録は 12 メー
トル 90 センチ、37 位という成績を収
めました。
　今大会には、全国標準記録を突破し
た精鋭 48 名が出場しており、二瓶さん
は県大会での自己記録 13 メートル 33
センチには届かなかったものの、生徒
数 10 名の三島中学校から全国大会に
出場し、堂々と戦いました。
　その勇姿は町に大きな感動と勇気を
届けてくれました。

▲ ８月４日、役場を訪れ、全国大会出場で
   の活 躍を誓う二瓶伸悟さん

▲ ８月 22 日、役場にて、全国大会の結果報告を
　する二瓶伸悟さんと酒井康雄三島中学校長

二瓶伸悟さん
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特
別
町
民
の
集
い

三
島
町

IN

ふるさと運動　　　周年記念事業50
　

８
月
10
・
11
日
、「
特
別
町
民
の
集
い
IN
三
島
町
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
に
始
ま
っ
た
ふ
る
さ
と
運
動
は
「
理
想
の
ふ

る
さ
と
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
呼
び
掛
け
で
、

都
市
と
農
山
村
の
交
流
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
「
特
別
町
民
制
度
」
は
町
の
施
設
を
町

民
の
方
と
同
じ
よ
う
に
利
用
で
き
る
制
度
で
、
当
時
は
民

家
に
親
戚
の
よ
う
に
泊
ま
る
こ
と
が
で
き
る
「
ふ
る
さ
と

の
家
」
が
あ
り
、
特
別
町
民
と
町
民
の
交
流
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
も
、「
ふ
る
さ
と
運
動
」
に
賛
同
す
る
方
々
が
毎
年

会
費
を
納
め
、
町
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
が
、

毎
月
の
広
報
誌
の
発
送
や
、年
末
の
ふ
る
さ
と
小
包
と
い
っ

た
一
方
的
な
繋
が
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
特
別
町

民
の
皆
様
が
お
持
ち
の
、
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
ア
イ
デ

ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
次
の
50
年
を
町
民
の
皆
様
と
特
別
町
民

の
皆
様
が
共
に
築
い
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
関
わ

り
方
が
で
き
る
の
か
を
直
接
話
し
合
う
機
会
を
設
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
集
い
の
初
日
に
開
催
さ
れ
た
茶
話
会
で
は
、
こ
の
事

業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
、
株
式
会
社
と
ぶ
ひ
代
表

取
締
役
の
大
谷
啓
介
氏
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
、
会

の
前
半
は
参
加
者
の
皆
様
に
「
三
島
町
の
思
い
出
」
を
語
っ
て

い
た
だ
き
、
地
域
政
策
課
板
橋
課
長
に
よ
る
「
現
在
の
三
島
町

の
紹
介
」
を
挟
み
、
後
半
で
は
「
三
島
町
に
期
待
す
る
こ
と
」

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
三
島
町
の
思
い
出
】

・
美
坂
高
原
で
自
転
車
に
乗
っ
て
自
由
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

・
川
を
せ
き
止
め
て
泳
い
だ
り
し
て
い
た
。

・
主
人
と
一
緒
に
参
加
し
た
桐
の
里
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
。

・
桧
原
地
区
で
１
月
14
日
に
行
わ
れ
た
鳥
追
い
。

・
自
分
の
子
ど
も
に
餅
つ
き
を
体
験
さ
せ
た
か
っ
た
の
で
、
三

　

島
町
か
ら
東
京
ま
で
臼う
す

を
運
ん
で
も
ら
っ
た
。

【
三
島
町
に
期
待
す
る
こ
と
】

・
昔
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
も
体
験
さ
せ
た
い
。

・
芋
煮
な
ど
を
す
る
。（
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
作
っ
て
食
べ
る

　

こ
と
、
仕
上
げ
ま
で
の
経
過
へ
の
関
わ
り
方
が
大
事
）

・
お
年
寄
り
の
力
を
活
か
し
て
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
町
づ
く

　

り
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

・
基
盤
と
な
る
仕
事
先
が
必
要
。
そ
れ
も
現
代
に
当
て
は
め
た

　

も
の
。（
特
に
都
心
の
人
々
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
観
光
業
に
力

　

を
入
れ
る
べ
き
。）

①
三
島
町
の
思
い
出
と
未
来
を
語
る
茶
話
会

　

会
場
を
糸
屋
旅
館
に
移
し
て
行
わ
れ
た
夕
食
懇
親
会
で

は
、「
語
り
部
サ
ー
ク
ル
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」
の
小
松
け

い
子
さ
ん
と
佐
久
間
絹
江
さ
ん
に
よ
る
歓
迎
の
昔
語
り
、

三
島
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
茂
田
龍
揮
さ
ん
に
よ
る
箏

の
生
演
奏
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
の
川
合
所
長
の
解
説

に
よ
る
「
み
し
ま
―
合
併
10
周
年
の
あ
ゆ
み
―
」
の
放
映

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
滝
谷
風
穴
で
熟
成
さ
せ
た
手
打
ち
そ

ば
や
、
に
し
ん
の
山
椒
漬
け
、
会
津
地
鶏
の
も
つ
煮
な
ど
、

ふ
る
さ
と
の
味
を
愉
し
み
、「
懐
か
し
さ
と
新
た
な
発
見

が
あ
っ
た
」
と
い
う
ご
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

②
夕
食
懇
親
会

　

２
日
目
は
、
実
際
の
三
島
町
を
見
学
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
町
内
の
周
遊
を
行
い
ま
し
た
。
三
島
町
生
活

工
芸
館
に
て
記
念
品
の
山
ブ
ド
ウ
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
制
作
と

館
内
見
学
、
三
島
町
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
に
て
川
合
所

長
の
解
説
の
も
と
企
画
展
「
奥
会
津
の
川
」
を
見
学
、
あ

い
に
く
の
雨
で
「
み
さ
か
Ｄ
Ｅ
あ
そ
ぼ
！
」
の
賑
わ
い
を

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
は
叶
わ
ず
、「
美
坂
高
原
が
寂
し
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
の
ご
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

③
三
島
町
め
ぐ
り

〔
今
後
三
島
町
が
ど
う
在
っ
て
ほ
し
い
か
〕

・
人
口
が
増
加
し
賑
や
か

・
来
訪
者
が
多
い

・
美
し
い
景
色
が
残
る

〔
今
後
の
町
と
特
別
町
民
と
の
関
わ
り
方
〕

・
短
期
的
な
農
作
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い

・
様
々
な
町
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
の
提
供

・
町
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

・
三
島
町
産
品
の
定
期
購
入

・
も
の
づ
く
り
教
室
の
受
講

・
ふ
る
さ
と
納
税

・
三
島
町
で
農
業
を
始
め
る

・
三
島
町
で
知
り
合
え
た
方
と
の
交
流

・
で
き
る
だ
け
三
島
町
に
来
る

・
地
区
の
行
事
等
に
参
加
す
る

・
避
暑
の
た
め
、
貸
別
荘
が
あ
れ
ば
温
泉
を
巡
っ
て
心
身

　

を
休
め
た
い
。

　

今
後
の
三
島
町
と
特
別
町
民
の
皆
様
と
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
は
、
更
に
協
議
の
中
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
今
回
参
加
が
叶
わ
な
か
っ
た
方
も
含
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
一
定
数
の
特
別
町
民
の
方
の
ご
意
向
を
把

握
で
き
た
こ
と
、
ま
た
町
に
対
す
る
温
か
い
応
援
の
お
気

持
ち
は
、
町
に
と
っ
て
の
大
き
な
力
で
す
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
実
際
に
住
ん
で
い
る
三
島
町
民
の
皆
様
の

ご
意
向
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
考
え
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

意
見
を
お
聴
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

５
月
末
。
50
年
前
に
特
別
町
民
と
し
て
夏
休
み
を
三
島

町
で
過
ご
さ
れ
て
い
た
吉
澤
淳
一
様
と
ご
家
族
が
、
40
年

ぶ
り
に
三
島
町
を
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
只

見
線
全
線
開
通
の
全
国
ニ
ュ
ー
ス
。「
行
っ
て
い
た
と
こ

ろ
だ
よ
な
」
と
思
い
、
そ
の
後
娘
さ
ん
か
ら
の
後
押
し
に

よ
り
実
現
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
、
40
年
前
に
泊
ま
っ
て
い
た
西
方
地
区
の
小
平
さ

ん
宅
を
訪
問
し
、
当
時
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
家
の
娘
さ

ん
と
再
会
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
小
平
さ
ん
は
「
岳
ち
ゃ

ん
の
お
母
さ
ん
！
」
と
淳
一
様
の
奥
様
を
覚
え
て
い
て
く

だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
こ
の
旅
で
は
、「
理
容
・
コ

ジ
マ
」
の
ご
主
人
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
と
ワ
ラ
ビ
の
お
も
て
な

し
を
受
け
ら
れ
、「
旅
先
で
こ
う
い
う
人
に
出
会
え
る
と

嬉
し
い
で
す
ね
」。
と
喜
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

奥
様
の
望
様
曰
く
、
三
島
町
の
魅
力
は
「
人
の
温
か
さ

と
自
然
」。
そ
し
て
「
今
の
都
会
の
若
い
人
も
、
自
分
の

子
ど
も
に
、
魚
釣
り
や
乗
馬
、
虫
捕
り
、
田
ん
ぼ
の
土
い

じ
り
な
ど
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
で
は
」。

　

農
山
村
の
魅
力
は
、
今
も
昔
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
は

い
な
い
よ
う
で
す
。
心
の
拠
り
所
が
在
り
続
け
る
と
い
う

稀
有
な
こ
と
。
一
人
ひ
と
り
の
美
し
い
暮
ら
し
が
繋
ぐ
幸

せ
。
そ
れ
が
宝
物
な
の
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

  

④
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声

  

⑤
ま
と
め

▲ ②夕食懇親会での昔語り

▲ ③三島町めぐりでの美坂高原

特

別

町

民

来

訪

記▲ 西方地区、 小平さん宅前にて ▲ ①茶話会の様子

開

催

の

き

っ

か

け
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　 「生ごみ」について
　来年度から会津若松市で稼働する新しい燃えるゴミの焼却炉は、これまでの焼却炉より処理能力が低く

なります。

　そのため三島町も、施設を利用する自治体として、計画的にごみの減量に取り組む必要があります。

・ 生ごみも、 分別すれば資源になります。

・ 生ごみの分別には、 右記のようなメリットがあり

　ます。

　生ごみを分別するときに一番気になるのは「臭い」ではないでしょうか。お隣の国、韓国では埋め立て
処分場の悪臭と環境汚染を懸念する近隣住民による生ごみ搬入の反対運動が起こりました。
　1995 年に従量制（有料化）を実施し、各自治体で分別収集を行うと共に、罰則制度も導入されました。
また、民主化運動による政権交代で環境問題への取り組みが強化され、環境団体が生まれ、環境教育が徹
底されるようになりました。そして 2005 年に「生ごみ埋立禁止法」が施行され、生ごみの直接埋立が禁
止された事などを経て、2001 年に 56.8% だった生ごみのリサイクル率が、2008 年には 90.5% になりま
した。
　こうして韓国では生ごみの分別が進んだことにより、その他のごみの分別も促進され、アジアの中で最
もリサイクル率が高い国になりました。対して日本のリサイクル率は 19.8% と、OECD 加盟国の中で下位
5 番目に低い状況です。

　日本のリサイクル率が低い理由には、焼却処分に頼ってきた背景があります。生ごみに関しても『燃える
ごみに捨てて焼却すればよい』という意識が強いため分別が進んでいません。しかし、水分を多く含む生ご
みの焼却には多大なエネルギーが費やされるため、環境負荷が高い処理方法といえます。

▲ 国立環境研究所、 河井紘輔氏より提供 ： 参照元 https://stats.oecd.org/Index.aspx?DataSetCode=MUNW

▲ 国立環境研究所、 河井紘輔氏より提供 ： 参照元 https://stats.oecd.org/Index.aspx?DataSetCode=MUNW

　このような中、焼却処理場を使わない選択をした町があります。鹿児島県の大崎町です。大崎町は埋立最
終処分場を延命させるため 1998 年から分別に取り組んでおり、2020 年時点でリサイクル率は 83% を超え

「リサイクル率日本一」を達成しています。

　大崎町では 2002 年から生ごみの堆肥
化を進めてきました。生ごみは週に 3 回、
回収され大崎有機工場で 4 ～ 5 カ月かけ
て堆肥化されます。作られた堆肥は大崎
町の農地で使われています。

　私たちが韓国や大崎町から学べることは何でしょうか。リサ
イクル率が高い町や国には、分別に取組むことになった動機や
20 年以上取り組んできた背景があります。持続可能な社会の構
築に向け、それぞれの町で住民・行政・企業の協働が求められ
ています。

▲ 大崎有機工場 ( 一般社団法人大崎町 SDGs 推進協議会より提供）

　三島町ではコンポストの購入補助
や、生ごみ処理装置「キエーロ」の
モニターを募集しています。まずは、
各家庭で取り組めることから始めて
みませんか。

今回は燃えるごみの約 5 割を占める生ごみの分別について考えていきます。

「燃えるごみ」

分別

生ごみ
（食べ残しや野菜の皮

など）

乾いたごみ
（リサイクルできない

紙ごみなど）

メリット
①  燃えるごみを出す回数が減る
② 生ごみを分別し、乾いたごみだけにな
　れば、悪臭が発生せず、衛生的管理が
　向上する
③ 乾いたごみだけであれば、さらに分別
　しやすくなり、排出する「燃えるごみ」
　の量を更に減らせる
④  生ごみが混ざっていない乾いたごみだ
　けの状態だと、処理施設で機械選別し
　やすく、処理の手間や費用の削減につ
　ながる

リサイクル

焼 却 処 理

埋 立 処 分

☎ 町民課町民係 (48)5555

　考えてみませんか
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まちまちの話題の話題まちまちの話題の話題

新 ALT オーウェン・ヘルファー先生が着任！！
　三島町の保小中学校のＡＬＴ（英語指導助手）にアメリカ・ペン
シルベニア州出身のオーウェン・ヘルファー先生が着任しました。
　「ギター、野球、スキーが趣味で、町の皆さんにお会いできるこ
とや、冬の只見線を見るのが楽しみ」とのことでした。
　「町で会うことがあれば、気軽に声をかけてください」というこ
とです。日本語を一生懸命勉強されていて、日本語で会話ができま
すので、お見かけした際には、ぜひお話ししてみてください。

ALT ハナ・イングラム先生ありがとうございました！！
　三島町の保小中学校のＡＬＴ（英
語指導助手）として１年間ご尽力い
ただいたハナ先生が、８月４日を
もって退任されました。

▲ 左から矢澤町長、ハナ先生、山口教育長

　三島、金山、昭和の三町村の小学校５，６年生が参加する水泳記
録会が、かねやま小学校で７月 25 日に開催されました。
　子どもたちは、競い合い、教え合いながら、自分の目標に向かっ
て練習した結果、三島小 A チームが 200 ｍフリーリレーで１位に
なったほか、自己ベストを出すなど、優秀な成績を収めることがで
きました。
　記録会でそれぞれの種目を泳ぎ切った子どもたちの顔には、努力
が実を結んだことへの喜びと、自信の表情が見られました。

両沼西部三町村小学校体育交流会（水泳）

▲ 風っこ只見線満喫号でのおもてなし

　三島町の PR と特産品等の販売を兼ね、JR 東日本㈱と協力し、夏
の列車旅行を楽しむお客様におもてなしを実施いたしました。
　７月 27 日と８月３日に、JR 只見線会津柳津駅から只見駅まで

「風っこ只見線満喫号」で、奥会津の特産品の販売や三島町の PR
活動を行いました。
　そのほか、会津宮下駅に停車する定時の列車についても、お客様
のお出迎えとお見送りを実施しており、三島町の特産品や町のイベ
ントなどの宣伝活動を行うことで、会津を訪れる観光客に三島町の
良さを知っていただきました。

夏の旅のおもてなし

▲ 駅でのお見送り

旅行客への三島町 PR 活動

　７月 30 日、三島町交流センター山びこにおいて、三島小・中学
校と三島保育所の教職員、福島大学・会津大学の先生や町外の教育
関係者約40名が参加し、これからの時代に求められる「子ども主体」
の授業づくり・学校づくり」のための研修会が実施されました。
　三島町の目指す教育である「一人一人の子どもが学びの主人公」
になるための授業づくりや学校づくりについてお話しいただき、参
加者の話し合いや意見を述べる場面もあり、大変有意義な教育講演
会となりました。

～令和７年度三島町教職員夏季研修会～秋田喜代美先生　教育講演会

▲ 秋田喜代美東京大学名誉教授 , 学習院大
　学文学部教授、

み
さ
か
DE
あ
そ
ぼ

　美坂高原利活用事業の一環で、今年で３回目
となる「みさか DE あそぼ！」を８月 11 日に開
催しました。
　あいにくの雨で、天気には恵まれませんでし
たが、訪れたお客様は、シャボン玉、自転車、プー
ル、流しそうめんなど、用意された遊具に興じ
るとともに、飲食をしながら、広大な高原の夏
のひと時を楽しんでいました。
　参加した家族連れの方々には、良い夏休みの
思い出になったことと思います。
　本来は 11 日、12 日の２日間の開催予定でし
たが、翌 12 日は、雨のため中止となってしまい
ました。　
　町民の方々はもちろん、より一層、多くの方
にご利用いただける環境を整えていきます。

～美坂高原利活用事業～ みさか DE あそぼ！２０２５

　８月２日、三島町第三金曜会による「みしままちびあがーでん」
が開催されました。
　日中の暑さが和らいだ夏の宵に、集まった方々はビールや冷たい
飲み物でのどを潤し、恒例のビンゴ大会、子どもたちのスイカ割り、
DJ の流す音楽を楽しみながら交流を深めました。

第８回みしままちびあがーでん開催

ハナ先生からの挨拶

　「この一年を素晴らしい年にしてくれた三島の皆さんに感謝い
たします。
　初めて三島に引っ越した時、私はとても緊張しました。でも、
みんながとても歓迎してくれたので、すぐに三島町の一員になっ
たような気がしました。
　私は子どもたちに英語を教え、三島町の一員になることを楽し
みました。たくさんのお祭りやイベントを見て、日本や三島町な
らではの文化について多くのことを学びました。
　私は弁護士になる夢を叶えるため、カナダに帰国しますが、皆
さんの健康と幸せを祈っております。三島町に戻り、皆さんにま
た会いたいです。」

▲ オーウェン・ヘルファー先生 (22 歳 )
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▲ 斎藤美智子さんと五十嵐七重さんによる対談

　交流センター山びこでは、９月 28 日まで奥会津７町村文化施設
間連携企画展「奥会津の川」を開催中です。200 年ほど前に川が
塞き止められ一時的に水没した大谷村の災害時の絵図、明治から大
正期における渡し舟・木材の流送・魚を獲る簗場などに関する古文
書パネル、昭和 21 年（1946）稼働の宮下ダム完成前後の写真な
どを展示しています。
　８月 23 日には関連企画として「奥会津のむかし話～川～」が開
催され、奥会津の町村から９名の語り部が集い、各地に伝わる昔話
が披露されました。三島町からは渡部ユキ子さんが「蛇になった娘」
を、五十嵐七重さんが「ひとでなし」を語りました。その後、只見
町出身の語り部・斎藤美智子さんと五十嵐七重さんが対談し、奥会
津の風土や、語り継がれてきた民話の特色や魅力について話しまし
た。イベントホールに集まった 130 名もの方々は、語り部の話に
聞き入り、会場は大変盛り上がりました。
　この奥会津各町村の語り部が一堂に会する昔語りイベントは今年
で２回目。来年もテーマを変えての実施を予定しています。

まちまちの話題の話題

関連企画「奥会津のむかし話～川～」開催！

企画展「奥会津の川」開催中！

▲ 渡部ユキ子さんによる昔話

まちまちの話題の話題

　８月 23 日、町民センター大ホールにおいて、役場と国立環境研究
所との共催で、小学生並びに保護者を対象とした環境教室が開催され
ました。
　クイズ、模型を使った展示や洪水シュミレーション、プロジェクター
や木トンボ作りを通して、環境への学びを深めていく体験型のイベン
トで、参加した子どもたちや保護者は、楽しみながらも環境問題につ
いて様々な事を学ぶ事ができ、夏休みの充実した一日となりました。

ふしぎ発見！わくわく体験

▲ 地図から、野生動物の生息地の変化など
   を学ぶ参加者

～三島町公民館主催　環境教室～

　酒井佐一さん（個人表彰：三島町納税貯蓄組合連合会会
長）並びに阿部和彦さん（団体表彰：桧原納税貯蓄組合長）
が、８月 20 日、町長室において今野一宏会津地方振興局
長より納税功労者知事感謝状を授与されました。

　酒井佐一さん

平成 24 年～　　　宮下第１納税貯蓄組合長に就任し現      

                       在に至る。

平成 24 ～ 27 年　三島町納税貯蓄組合連合会理事に就任

平成 28 年～　　　三島町納税貯蓄組合連合会副会長に就任

令和７年～　　　　 三島町納税貯蓄組合連合会会長に就任

酒井佐一さん並びに桧原納税貯蓄組合酒井佐一さん並びに桧原納税貯蓄組合
納税功労者知事感謝状受章納税功労者知事感謝状受章

▲ クイズで知識を深める子どもたち ▲ プロジェクター作りに夢中になる
　子どもたち

▲ 作成した木トンボを飛ばし、飛距離
　を競う子どもたち

　森田イチ子さん（川井）の百歳賀寿贈呈式が行われ
ました。森田さんは８月 13 日に誕生日を迎えられ、
桐寿苑においてお祝い状と記念品、花束が手渡されま
した。
　長寿の秘訣は「三食しっかり食べること」と話され
ていました。
　森田さんのますますのご長寿をお祈りいたします。

森 田 イ チ 子 さ ん
百歳「賀寿」

贈 呈 式

功

績

　桧原納税貯蓄組合

　平成 28 年の振興局長感謝状受賞後も引き続き町県

民税を完納するなど、 多年に渡り納税に貢献されてい

る。

功

績
▲ 左より、今野一宏福島県会津地方振興局長、阿部

和彦さん、酒井佐一さん、矢澤町長

▲ 五十嵐七重さんによる昔話

▲ 森田イチ子さんとそのご家族
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まちまちの話題の話題町民記者通信町民記者通信

　【桧原】春日神社草刈り作業（７月27日） 阿部　和彦さん

　午前６時、桧原地区春日神社境内において神社総代と地区役員の 11 名でお盆前の草刈り作業が行われました。
　今年２月の大雪で破損した鳥居の修復工事を地元大工さんに依頼し、無事に完了して桧原地区の皆さんもホッ
としたところです。
　草刈り作業は 30 分で終え、草・枯れ枝を集めて清掃終了です。
　春日神社は地区にとって大切な存在・建築物で、関係者の皆様の協力で美しい景観が保たれています。修繕
された鳥居と整地された境内で、今年も安心してお盆を迎えることができます。早朝からの作業、お疲れ様でした。

　【間方】「美女峠餅ヶ沢森林浴」行われる（７月27日） 菅家　壽一さん

　7 月 27 日、かしゃ猫クラブ主催による、第１回「美女峠餅ヶ
沢森林浴」が行われました。４歳から 87 歳までの参加者 25 名、
スタッフ 11 名が参加しました。
　役場前で受付し、町が手配してくれたバスで美女峠の登り口
へ。開会セレモニーを行った後、お昼を食べる餅ヶ沢までの約
２km のトレッキングです。オオバクロモジやミズメ等の匂いを
嗅いだり、峠のお話をしたりしながら、１時間程をかけてゆっく
りと峠道を歩きました。
　餅ヶ沢附近では、ブナ林の中でハンモックに寝たり、シート
に横になったりして、１時間程のリフレッシュタイムです。ゆっ
たりと日頃の生活をリフレッシュしていただきました。
　昼は、餅ヶ沢に因み、あんこ餅、納豆餅（苦手な方には白米）、
干しコゴミ炒め、ワラビ付けです。ささやかなものですが、皆
さん喜んで美味しく食べて頂いたようです。
　食後は、好評で恒例となった、会員お手製の峠の茶屋の美味

しいコーヒータイムです。コーヒーを頂きながら「高
たかひめ

姫伝説」の紙芝居も楽しんで頂きました。
　片付けは、参加者の方々にも手伝って頂き、登り口まで戻りです。到着後、集合写真、アンケート、抽選会を
してバスに乗り、役場前で解散です。
　初めての真夏のイベントでしたが、間方の宝の素晴らしさを改めて感じて頂けたのではないでしょうか。
今年も秋には（１１月９日）、「高姫清水」までのトレッキングを予定しています。

※ 森林浴：森林が発する香りを浴びて心身の健康を図る。水浴、日光浴と並び、健康づくりのための世界の三
　大自然療法「三浴」の一種。
※ 餅ヶ沢：「高姫伝説」の中で、召使いの弥蔵が茶店を開き、餅などを出していたと言う。
※ 「かしゃ猫クラブ」会員募集：間方を応援する、町内外の有志で組織するクラブです。

▲ 山でのくらしや、山の現状について
　語る菅家さん

　間方の菅家藤一さんが山と向き合い山の恵みを得て暮らす姿を描
いた、映画監督・原村政樹さんによるドキュメンタリー映画「山人
―縄文の響きが木霊する―」が数年をかけて製作され、この夏完成
し、８月 24 日、三島町交流センター山びこにおいて、初めての上
映会が開催されました。
　上映後は菅家さんと原村監督による対談が行われ、この映画が製
作されるに至った背景や、今日来場した、そして今後各地で鑑賞さ
れる方に伝えたいことなど、様々な事が語られました。
　町内外から集まった 130 名もの観客は、映像に魅入り、また上
映後の対談に聞き入り、対談後に設けられた質疑応答の時間では意
見や感想、質問がいくつも飛び交い、大変盛り上がりました。

ドキュメンタリー映画「山人―縄文の響きが木霊する―」上映会開催！

▲ 菅家藤一さん（左）と原村政樹
　監督（右）

　会津宮下駅のそばにある、三島町民なら誰もが知っ
ている名店です。
　通常のメニューのほかに、裏メニューの「カレー
焼きそば」は、実はライスも入っていて、「カレーラ
イス焼きそば」だったりと個性豊かで、この味に惚
れ込んで通う方もいるほどです。　

ぐ る め お ・い ・ し ・ い 三島

【ハシノハシ】【双葉食堂】

　高清水橋のそばにあるお店です。
　静かな雰囲気と優しい味の料理が味わえます。
　おいしいコーヒーやはちみつのラテもあり、天候
が合えば高清水橋から川霧を眺める事ができます。
　綺麗な景色とおいしいお食事をいただきに立ち
寄ってみてはいかがでしょうか。

●双葉食堂　☎ (52)2034 ●ハシノハシ　公式 HP：https://hashinohashi.site/
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町民記者通信町民記者通信町民記者通信町民記者通信

　【滝原】つるの湯遊歩道除草作業（８月３日） 佐久間　絹江さん

　８月３日朝６時から、早戸地区の方々と滝原地区ボランティアの方々
により機械と手作業で、遊歩道や温泉神社境内、東

あずまや

屋等、除草作業を行
いました。
　例年以上の雑草の勢いに、大粒の汗を流しながら、朝霧の中、作業し
ていただき、つるの湯をご利用の皆様におもてなしの心

きもち

が伝わるでしょ
う。
　さらに、つるの湯遊歩道除草作業終了後には、滝原地区の方々による
滝原地区の入口待避所と林業センター横の花壇のコスモス除草を行いました。雨不足の今年は雑草にも助けら
れ、枯れることなく順調な成長を見せていましたが、先を急ぐのかすでに開花しているコスモスもあり、今以上
の花を期待して雑草を抜き、コスモスの根元に敷き詰めました。秋風が吹く頃にはたくさんの花を咲かせること
を期待します。

　【桧原】桧原多目的集会所お盆前清掃（８月３日） 阿部　和彦さん

　桧原地区では多目的集会所お盆前のお大掃除（例年８
月第一日曜）が実施されました。
　午前７時から地区住民 10 名が使い古しのタオルや掃除
道具（ガラスワイパー）脚立を持参して集まり、玄関のク
モの巣取り、内外のガラス磨き、台所や廊下、階段の床掃除、
トイレ掃除、掲示板拭きを皆で分担し手際よく作業が行わ
れ、連日の猛暑で朝から蒸し蒸しと暑い中、約１時間の献
身的な作業により綺麗な集会所になりました。
　また、12 月第一日曜に次のメンバー 10 名で新年に向
けての年末大掃除を行います。

　【西方】真夏の出羽三山講参拝（８月２日～４日） 本名　与四郎さん

　西方講中による、信仰のふる里「出羽三山」参りは８月２日㊏から４日㊊までの２泊３日にかけて行われました。
　日本だけでなく、世界中を巻き込んだ新型コロナ感染が蔓延していたために、６年ぶりの参拝となりました。
　１日目は、朝７時 30 分にふるさとセンターを出発し、羽黒山三神合祭殿において太々神楽のご祈祷を受けま
した。その際、小松豊さんは、出羽三山参りを 10 年継続したために「当神社先達の称号」の入った賞状を授与
されました。その後、石段を上り下りしながら、国宝となっている五重塔を見学参拝しました。
　２日目は、早朝５時に宿坊にてご祈祷を受けた後、月山８合目まで行き、山掛けするグループと中の宮周辺の
高山植物を観賞するグループに分かれての活動となり、山掛けグループの下山後、合流して湯殿山神社本宮に
てご祈祷を受けました。

　
「
三
山
の　

ご
祈
祷
受
け
て　

暑
さ
忘
る
」

　
「
バ
ス
の
中　

ア
ル
コ
ー
ル
飲
ん
で　

身
を
清
め
」

　３日目は観光物産館や寺泊においてお護符を買い求める姿があ
りました。
　出羽三山講をとおして、西方の皆様方がご崇敬の念が厚く、脈々
と継続しようとする心意気を感じました。次回は３年後の令和 10
年に予定されているようですので、西方の方だけでなく、三島在
住の皆様、是非、参加してみてはいかがでしょうか。

　【宮下】長坂、大登ロータリーの草刈り作業（８月５日） 小島　純さん

　お盆を間近に控えた８月５日。宮下部落では朝６時から、長坂、大登ロー
タリーで草刈り作業を行いました。
　お盆で帰省する方々や観光で訪れる方々に気持ちよく町に入っていただけ
るよう、毎年この時期に行われています。
　委員たちは、ロータリーの草刈りを丁寧に仕上げた後、アーチ三兄（橋）
弟に移動し、視点場も併せて実施しました。
　これでお盆のお墓参りに帰省された方々、観光客の方々に気持ちよく景観
を眺めていただけると思います。

　【宮下】祭り提灯取り付け作業（８月10日） 小島　純さん

　９月に行われる宮下祭りを目前にした８月 10 日、三島神社奉賛会（会
長、宮下区長）では夜間町内を明るく照らす祭り提灯の取り付け作業を
早朝６時から行いました。毎年この時期から９月の三島神社祭礼が行わ
れるまで、町を明るく照らしてくれます。
　宮下駅前から三島中学校手前まで町内９ヶ所に取り付けられ、高所作
業車に乗って取り付けるため、参加者全員が道路状況や周囲に注意しな
がら、慎重に作業を行いました。

　【宮下】合同法要（８月12日） 小島　純さん

　お墓参りを翌日に控えた８月 12 日、宮昌寺（遠藤孝弘住職）で合同
法要が行われました。
　今年回忌法要にあたっている家族の方々やお盆帰省を法要にあてられ
た方々がお寺に参集し、午前 10 時から遠藤住職の読経が始まりました。
　その後、それぞれの家族が順番に仏前にお焼香し、故人の冥福を祈り
ました。
　最後に遠藤住職より法話があり、合同法要は無事終了しました。
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ようこそ陶芸室へ　~ 小学校の学年行事にてご利用いただきました ~
　7 月 5 日、小学校３年生の学年行事の一環で、陶
芸室をご利用いただきました。生活工芸館では、陶
芸室と陶芸窯があり、常時貸し出しを行っています。
ご予約をいただくと手回しろくろを使った「手びね
り」の作陶ができます。今回は、11 名の皆様に一人
あたり 500 ｇの陶土をお渡ししました。親子や友達
同士で教えあう姿がとても印象的で、温かい雰囲気
に包まれていました。この広報がお手元に届くころ
には、焼きあがった作品をお使いいただけることと
思います。
　焼き作業を行う中で、それぞれの作品に釉

ゆう

かけや
仕上げを行いましたが、一つ一つが味のある唯一の
作品であると感じました。ぜひ皆様も陶芸教室をご
利用ください。

▲ 親子で制作
問三島町生活工芸館　☎（48）5502

▲ 皆さんの作品 ▲ これから焼き作業

町民センターゆめぽけっと
図書のご案内図書のご案内

問 公民館  ☎（48）5599

●図書の紹介●図書の紹介

10 歳からのもっと考え
る力が育つ 20 の物語

●今月のおすすめ●今月のおすすめ

齋藤　孝　著
54 字の物語

氏田　雄介　作
佐藤　おどり　絵

20 歳の自分に伝えたい
知的生活のすゝめ

　ネット社会、スマホ社会になって以降、私
たちは過剰なほどの情報に囲まれ、得てし
て受け身のままに流される生活を送ってし
まいます。
　そんな現代社会で、「知的生活」を送るた
めにはどうすれば良いのでしょうか。
　著者の齋藤孝先生は、「知的生活」とは、
黙々と読書し続けるようなクールなイメー
ジとは違うと言います。もっと能動的で、
日々ワクワクドキドキして過ごすような、自
らのクリエイティビティが発揮できるよう
な、ホットな生活です。
　教育者として 30 年にわたって学生と向き
合ってきた著者が、今の 20 代に向け、また
自分の 20 歳を振り返りながら、「知的生活」
を送る技法を説きます。

健康で元気な毎日！
vol.102

町民課保健福祉係　☎ 48-5565

９月２４日～９月３０日は

結核・呼吸器感染症予防週間です

令和７年度結核予防週間標語　『結核はまだまだ身近な病気です』

【結核とは】
　結核菌によって肺に炎症を起こす感染症です。全国で
毎年約 2000 人が結核で亡くなっています。

【感染経路】
　せきやくしゃみと共に空気中に飛び散り、それを周囲
の人が直接吸い込むことで感染する「空気感染」です。

【感染・重症化予防】
◎予防接種（BCG 接種）
　対象：生後 5 ～ 8 か月児
◎早期診断・早期治療
　咳・たんが 2 週間以上続く、体のだるさが長く続く、
長引く微熱、胸の痛み、急に体重が減るなどの症状があ
る場合は早期に受診しましょう。
　特に高齢者は目立った症状が現れにくい場合がありま
す。
　日頃から健康状態に注意しましょう。
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石原　健次　作
矢部　太郎　絵

※図書の返却は、返却ボックスに入れていただくだけで結構です。
　返却時に端末の操作は不要ですので、そのままボックスにお入れください。
　ご協力をお願いします。

▲ 特別町民の集い懇親会での箏の演奏

結核の感染や重症化予防には、 予防接種と早期診断・早期治療が大切です。

▲ みんなで陶芸制作
内　容 料　金 備　考

陶芸機器利用料
（ガス代別途） 300 円 / 日

手回しろくろ、電動ろくろ、土練
機、陶芸ガス窯（小）、陶芸ガス
窯（大）、各種ヘラ等

陶土 200 円 / ｋｇ

ガス代 944 円 /㎥
陶芸ガス窯（小）において
素焼気：2㎥
本焼き：５㎥程度必要
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ふれっく国環研だより
猛暑の影響で変化する「食」への適応

第 85 回

　三島町のみなさま、こんにちは。近年は記録的な猛暑が続き、私たちの暮らしや健康だけでなく「食」にも大
きな影響を及ぼしています。今回猛暑が食にどのような影響を与えているかとあわせて、そういった影響に私た
ちがどのように「適応」していけばよいのかについてご紹介します。

　猛暑は野菜や果物の成長に大きな影響を与えています。このまま温暖化が進んだ場合、たとえば施設栽培のト
マトは、9 月の収量が約 15％減少すると予測されています。ホウレンソウは夏場に葉が短くなり、70％もの遮
光をしても十分に育たないとされ、夏作の栽培が難しくなる可能性があります。また、ハクサイでは高温・多雨
の年に軟腐病が多発し、病害リスクが増すと見込まれています（環境省 A-PLAT「2023 年度報告書テーマ 2」より）。

　果樹でも変化が進んでいます。ウンシュウミカンは将来、今の産地が「暑すぎる」地域となり、適地が北上す
ると予測されています。なお比較的涼しく、これまでミカンの栽培が適していないとされていた福島県では温暖
化が進めばミカンの産地に適した気温になると予測されています。アボカドやライチといった寒さに弱い果樹は、
日本での栽培適地が拡大すると見込まれていますが、その一方でリンゴやモモでは高温により、着色不良や果肉
の軟化といった品質低下が心配されています。つまり、これまで当たり前に食べてきた作物の栽培が難しくなっ
たり、これまでは栽培が難しかった新しい作物に出会える可能性もあるのです。

　こうした変化に対応するために、国内各地では、高温に強い品種の開発や、遮光ネット・反射シートの活用、
栽培時期の調整など、さまざまな工夫が進められています。また、産地を標高の高い地域へ移す、あるいは新し
い果樹を導入するといった動きも始まっています。これから気温が上昇していくことにより、これまでとは違う
気候の地域に適した生育方法や作物を導入していくことで柔軟に適応していくことが大切です。

　生産者だけではなく、私たち消費者にもできることがあります。「気候変動適応情報プラットフォーム
（A-PLAT）」で紹介しているのは「食の選択肢を増やそう」という行動です。たとえば、栽培地域や収穫物が変
化した地元でとれた旬の農産物を購入する、形が不揃いでもおいしい規格外野菜を有効活用する、代替肉や植物
性食材を選択するなど、今までにない食の選択をすることも猛暑への適応となるのです。

問国立環境研究所福島地域協働研究拠点　

　 地域環境創生研究室　☎ 0247（61）6572

筆者　常
と き わ

盤  達
たつひこ

彦

【参考文献】
・気候変動プラットフォーム「食の選択を増やそう」
　https://adaptation-platform.nies.go.jp/everyone/15action/action05.html

・気候変動予測・適応評価の総合的研究（環境研究総合推進費 S-18）テーマ
　2 成果報告書
　https://adaptation-platform.nies.go.jp/external/s-18/ccap-jp/wp-content/
　uploads/2024/08/2023report-theme-2.pdf

・農林水産省「気候変動適応ガイド」
　https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/
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の
南
外
れ
に
大
谷
川

が
流
れ
て
い
て
、
土
橋
が
架
か
っ
て

い
る
。
こ
の
土
橋
は
、
柳
津
か
ら
宮

下
を
経
て
奥
只
見
方
面
へ
延
び
る
県

道
の
重
要
な
要
か
な
め

橋
で
あ
る
か
ら
、
か

▲ 宮下アーチ３兄弟　（上）新宮下橋（中）大谷川橋梁（下）宮下橋

　

こ
の
橋
の
近
く
、
通
称
橋
本
と
呼
ば
れ
る

と
こ
ろ
に
は
橋
本
屋
（
橋
本
物
産
店
と
も
）

と
い
う
食
料
品
か
ら
雑
貨
一
式
ま
で
を
取
り

扱
う
お
店
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
飯
塚
眞

氏
の
生
家
で
は
屋
根
葺ふ

き
な
ど
に
用
い
る

木こ

ば羽
を
生
産
し
て
お
り
（
木
羽
割
り
）、
木

羽
運
び
を
生
業
の
一
つ
と
す
る
方
に
頼
み
、

一
時
期
は
木
羽
の
ほ
と
ん
ど
を
こ
の
橋
本
屋

に
卸お
ろ

し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

※
役
場
日
誌
で
は
東
橋
と
し
て
お
り
、
本
稿

　

も
そ
の
表
記
に
統
一
し
ま
し
た
が
、
絵
は

　

が
き
に
は
吾あ
づ
ま妻

橋
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、

　

正
し
く
は
ど
ち
ら
の
漢
字
で
あ
っ
た
か
は

　

不
明
で
す
。

                                          （
町
史
編
さ
ん
室
）

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
正
10
年
代
頃

の
回
想
で
す
が
、
当
時
と
し
て
は
立
派

な
橋
梁
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

▲宮下橋（昭和 32 年５月竣工）

▲ 撮影年不明　大登・中川井の「橋本物産店」
      もしくは「橋本屋」（角田伊一氏提供） 

▲ 昭和 20 年頃製作　「吾妻橋ト新鉄橋ノ美」（宮下商業組合青年隊発行絵はがき）

ご
家
庭
に
古
い
文
書
や
写
真
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山

び
こ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

☎（
52
）２
１
６
５

な
り
頑
強
に
造
ら
れ
て
い
る
。
丸

太
を
敷
き
詰
め
そ
の
上
に
土
漏
れ

を
防
ぐ
為
の
杉
の
皮
を
敷
き
、
土

砂
を
部
厚
く
盛
っ
た
土
橋
で
あ

る
。

※気候変動によって変化した未来の食卓のイメージ
（気候変動プラットフォーム「食の選択肢を増やそう」
より）

地球温暖化は確実に進んでいますが、熱中症の対策
で生活を変化させるように、「食」を見直して変化さ
せることも暑い夏への適応となります。おいしいと
思える食の選択をして、うまく暑い夏を乗り越えて
いきましょう。
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社  会  福  祉  協  議  会  よ  り 

　
　

Inform
ation

Inform
ation

会津坂下警察署からのお知らせ

　SNS(X、Facebook、Instagram、TikTok な ど ）
を使用した詐欺が昨年から発生しています。
　特に下記の２種類の手口が急増していること
から注意してください。
① SNS 型ロマンス詐欺
　SNS 型ロマンス詐欺は SNS やマッチングアプ
リを通じて出会った者と、実際に会うことなく
やり取りを続けることで恋愛感情や親近感を抱
かせ、「結婚資金」や「金銭の援助」といった名
目で、ネットバンキングなどの手段によりお金
を振り込ませる詐欺です。
　外国人を名乗り、「荷物を送るための関税」や

「日本に会いに行くための旅費」という名目を使
うこともあります。
② SNS 型投資詐欺
　SNS 型投資詐欺は「必ず儲かる」「あなただけ
に教える」等の広告や有名人の名前を使うこと
で興味を引き、SNS でメッセージのやり取りを
重ねて信頼させてから「投資金」や「手数料」
といった名目でネットバンキングなどの手段に
よりお金を振り込ませる詐欺です。

問会津坂下警察署警務係　☎ 0242（83）3451

会 津 坂 下 消 防 署 からの お 知らせ

確認中

お悔み申し上げます
佐久間　　　房　様（90 才・早戸）

町の人口と世帯（８月１日現在）

町　か　ら　お　知　ら　せ

９月分納税のご案内
【納期限　９月 30 日㊋】

▼  国民健康保険税     　　　　　（第 3 期）
▼  介護保険料            （普通徴収）（第 3 期）
▼  後期高齢者保険料  （普通徴収）（第 2 期）
　  忘れずに納付してください。

問町民課  町民係  ☎（48）5555

※住民基本台帳による数値です。増減数は前月との
比較、出生・死亡・転入・転出は前月 1 カ月間に届
出のあった人数です。

人口 1,306
増
減
数

-1 出生 0
男 662  1 死亡 2
女 644 -2 転入 4

世帯 670  2 転出 3

ご寄附ありがとうございました（7 月分）

寄附件数 10 件　計 88,000 円

ふるさと納税

大石田友遊サロン
９月 8日㊊
社会見学
間方いきいきクラブ
９月 12日㊎
午前 10 時から
間方集会所
滝谷和楽塾
９月 16日㊋
午前 10 時から
滝谷集会所
サロンなごみ
９月 18日㊍
午前 10 時から
西方ふるさとセンター
高清水・小山
いきいきサロン
９月 18日㊍
午前 10時から
高清水集会所

ひまわりサロン
９月 19日㊎
午前 10 時から
町民センター
川井友愛サロン
９月 19日㊎
午前 10 時から
川井集会所
ほがらかサロン
９月 25日㊍
午前 10 時から
森の校舎カタクリ
サロンないり
９月 29日㊊
午前 10 時から
名入集会所
浅岐あったかサロン
９月 30日㊋
午前 10 時から
浅岐集会所

佐　藤　信　博　様 ( 宮城県 )

小　林　照　美　様（福島県）

　9 月は季節の変わり目で、朝晩の気温差が大きく自律神経
が乱れやすくなります。
　冷たい飲み物や食べ物で弱った胃腸には温かく消化の良い
食事を心がけましょう。
旬のかぼちゃ、さつまいも、キノコ類はおすすめです。
　湯船に浸かり、体を冷やさないようにしましょう。
　十分な睡眠をとることも大切です。
　夏に頑張り過ぎた体を労わってあげましょう。
　愛ばんしょ外来では、健康に関する相談やＤＶＤの貸し出
しを行っております。
　お気軽にお声がけ下さい。

「秋バテ」に注意しましょう

寺　建　文　夫　様 ( 宮城県 )

◆  心配ごと相談（弁護士相談）  ◆
９月 24日㊌　福祉センター
  午前 10 時から午後 3時まで

町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

佐久間　源一郎　様（早戸）
片　山　慎一郎　様（桧原）

愛ばんしょ外来からのお知らせ

問福島県立宮下病院　☎（52）2321

三島町ケーブルテレビ「三島通信」で

は健康教室を放送中です。
　９月は「フレイル Part3」です。ぜひ
ご覧ください。

 問社会福祉協議会　☎（52）3344

問福島県立宮下病院　☎（52）2321

「子どもの車内放置」は児童虐待！
見つけたら、通報と救出を

　炎天下の車内に子供を放置する行為は児童虐
待です。
　子供は 、身体の体温調節機能が未熟なことも
あり、短時間でも重度の熱中症を発症し、 命を失
う可能性がありま す 。
　炎天下の車内の温度は 、日中の気温上昇とと
もに急上昇し、 少し窓を開けている程度では防ぐ
ことはできません。
　「眠っているから」、「すぐに戻るから」という
安易な気持ちで子供を乗せた車内から離れない
ようにしましょう 。
　また、車内に放置された子供を発見した場合
には、すぐに 110 番通報してください。

SNS 型詐欺にご注意を !!

　ロマンス詐欺の要領で恋愛感情や親近感を持
たせ投資に誘導する手口もあります！
　少しでも怪しいと感じたら連絡をやめて
警察に相談してください !!

その一手が命をつなぐ
９月９日は「救急の日」

「救急の日」とは
　「救急の日」及び「救急医療週間」は、救急医
療及び救急業務に対する国民の正しい理解と認識
を深め、救急医療関係者の意識の高揚を図ること
を目的に昭和 57 年に定められ、以来、毎年９月
９日を「救急の日」とし、この日を含む１週間（日
曜日から土曜日まで）を「救急医療週間」として
います。
　今年は、９月７日㊐から９月 13 日㊏までが「救
急医療週間」です。この期間には、全国各地にお
いて、消防庁、厚生労働省、都道府県、市町村、
全国消防長会、公益社団法人日本医師会、一般社
団法人日本救急医学会、その他関係機関の協力に
より各種行事を開催しています。

あなたができること

心肺停止の予防 ケガの予防、 初期症状の気づき

早期認識 ・ 通報 救急車を呼びましょう！

一時救命処置 心肺蘇生 ・ AED

※上記の処置を行い、救急隊・医師へつないでください。

※救命講習の受付については最寄りの消防署 ( 出張所）

　にお問い合わせください。

火事 ・ 救急 ・ 救助は１１９番

会津坂下消防署三島出張所

TEL  0241(52)3032

FAX  0241(52)3033

令和７年度障害者就職面接会
（会津若松会場）」開催について

　就職希望の障害者と求人企業が一堂に会し、数
多くの面接の機会を確保し、障害者の雇用の促進
を図ることを目的とした「障害者就職面接会」を
下記の内容で開催します。

記

開 催 日 時
令和７年 10 月 24 日㊎
13：00 ～ 16：00

開 催 場 所
会津アピオスペース　展示ホール

（会津若松市インター西 90）

参加予定企業数 30 社程度

問 合 せ 先
ハローワーク会津若松　専門援助部門
☎ 0242(26)3333( 部門コード 45#）

◆社協会長杯グラウンドゴルフ大会◆
９月 17日㊌　カタクリグラウンド
午前８時 30分  集合 ／ 午前９時  競技開始

佐久間　蝶　子　様（94 才・早戸）
片　山　聰　子　様（90 才・桧原）

     鈴　木　由　二　様（86 才・大石田）     鈴　木　康　弘　様（大石田）

８月号で増減数に誤りが有りました。
　誠に申し訳有りませんでした。
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